
（第15条関係）

□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□

□ □
□ □
□ □

）

主任技術者追　加 還　付 ・　　・

栓等）の漏水が今後懸念されるので、取替えを考慮すること。
上記のとおり指導を受け、申込者に説明しました。工　　　事　　　費

布設後30年以上経過し、φ mm給水装置（宅内止水
消 費 税 相 当 額

工 費 計

北
・
西

南
・
東

この工事に関して、利害関係人その他の者から異議があるときは、
すべて申込者の責任において解決します。諸 費

次の方法で通知しました。 （日付： 方法：
説明し承諾を得ています。

合　　　計

配水管布設位置 車道・歩道 ・

舗 装 復 旧 費 1式 1式

局 工 費 1式 1式 この工事に関する私有地の使用に関しては、関連法令（民法等）に基
づき、下記の方法で土地所有者に連絡しています。

工　　　種 形　　質 単　位 単　　価

管類・付属具類・器具類 口径 数　量

舗装復旧
監督費

（※別途）
助成金交付

管類・付属具類・器具類 口径 数　量 管類・付属具類・器具類 口径 数　量

給水装置工事申込書に記載された合意書の内容を遵守して工事を行います。

× 主　　な　　使　　用　　材　　料
精
算 　・　　・　

×
告示管負担金
（消費税含む）

コマ下げ
（分岐撤去）

×

　・　　・　

分　担　金
（消費税含む）

竣
工
検
査

　・　　・　
施工業者 □コスモ工機、□大成機工

　・　　・　

道路占用申請
（消費税含む）×

×

承認日　・　　・　
割丁字

×

完　成

納付書
発行日 　・　　・　

完成検査×

（業者施工）

　・　　・　
×

×

完 了 日

手
 
数
 
料

設計審査
決裁日　・　　・　

分水栓

×

受付
番号

申請日　・　　・　 取　出 口　径 箇所

　・　　・　

至） 　・　　・　

完成
予定日 　・　　・　

工事用水使用期間

自）

　・　　・　 メーター 口　　径 数　　量

 指定給水装置工事事業者

　 主任技術者
　

別紙参照

付近見取図を必ず添付してください

電話 業者コード

着手
予定日

現場付近水圧 MPa 北　を　上　に　作　図　す　る　こ　と　

付近見取図 住宅地図 （南部） P －

 撤 去 管　　 　　（黒） 給　湯　　　　  （赤）  井水等　　　　（水色）

栓数　

メーター位置ａ点 ｍ

河 川 占 有 許 可

直結（3,4,5,6）
 申込者
 住　所

 
 ふりがな

 氏　名

利
害
関
係
人

新 設 管　　　　　（赤） 既 設 管　　　　　 （黒）

 工事場所 国 道 占 有 許 可 残留塩素 中間検査

給
水
方
式

戸数

　複数の水栓番号があり、下水道の使用
形態が異なる場合は、別途個別の水栓番
号表に記載すること

給 水 装 置 工 事
現地水圧

掘 削 跡 復 旧 工 事

　・　　・　

検査
廃止番号

精算 決　議　書　発　行　番　号

用
途
別

担当課長 担当係長 精　算 検　査 （ア）集落排水
（イ）浄化槽  

―

【B】 【C】

工
種

  

審査

調定 【C】Bで（２）の場合 【A】

【A】公共下水に接続 【B】公共下水処理区域
設計

（1）はい　（2）いいえ （1）はい　（2）いいえ

作業コード 水栓番号 備　考　欄 下 水 道 使 用 申 出 欄

担当課長 担当係長 審　査
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給水装置工事申請書兼設計書

新 設
改 造
撤 去

一 般 用
業 務 用
工 事 用
臨 時 用

直結

高置直結
受水タンク

分岐承諾
同一施主

深さ ｍ

ｍ ｍ

MPa

mg／ℓ

N

取り出し
告 示 管

直結（BP）

N

数 量 数 量合 価 合 価

設 計 実 施

土地(右下欄）


